
- 1 -

史
料
紹
介

温
泉
津
伊
藤
家
所
蔵
湯
役
銀
関
係
史
料

本
多

博
之

温
泉
津
の
元
湯
「
長
命
館
」
は
、
温
泉
津
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
温
泉
宿
で
あ
り
、

天
然
の
源
泉
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
湯
治
場
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
経
営
す

る
伊
藤
家
に
は
温
泉
津
温
泉
関
係
の
古
文
書
が
多
数
伝
来
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
近
世
・

近
代
の
史
料
は
豊
富
で
、
温
泉
津
の
温
泉
だ
け
で
な
く
、
温
泉
津
の
町
そ
の
も
の
の
歴
史

に
つ
い
て
も
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
多
方
面
で
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
く

れ
る
。

こ
の
伊
藤
家
所
蔵
史
料
は
、
石
見
銀
山
歴
史
文
献
調
査
団
に
よ
っ
て
「
伊
藤
家
（
温
泉

屋
）
文
書
目
録
」
と
し
て
既
に
目
録
化
さ
れ
て
お
り
（
以
下
、
紹
介
す
る
文
書
番
号
は
目

録
番
号
に
よ
る
）
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
近
世
初
期
の
原
文
書
の
ほ
か
に
、
中
世
か
ら
近
世

初
期
の
ま
と
ま
っ
た
湯
役
銀
関
係
史
料
が
数
冊
の
写
本
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
史
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
伊
藤
家
の
厖
大
な
史
料
群
の
う
ち
、
特
に
中
近
世
移
行
期
の
湯
役
銀

関
係
の
史
料
に
つ
い
て
翻
刻
・
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
温
泉
津
は

石
見
銀
山
と
と
も
に
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
直
轄
支
配
を
受
け
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
そ
れ

が
江
戸
幕
府
の
支
配
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
何
が
継
承
さ
れ
、
何
が

断
絶
し
た
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を
こ
れ
ら
史
料
が
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。

史
料
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
伊
藤
家
に
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
二
一
日
に
石
見
銀
山
資
料

館
館
長
仲
野
義
文
氏
や
藤
原
雄
高
氏
と
共
に
お
訪
ね
し
、
関
係
史
料
を
閲
覧
し
て
写
真
撮

影
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
ご
当
主
の
伊
藤
章
介
氏
に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

翻
刻
作
業
は
、
湯
役
関
係
の
原
文
書
六
点
と
、
文
書
の
写
を
多
数
収
録
し
た
冊
子
五
冊

で
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
冊
子
に
収
録
さ
れ
て
い
た
古
文
書
の
写
に
つ
い
て
は
、
一

部
を
残
し
、
計
七
十
七
点
の
古
文
書
を
年
代
順
に
並
べ
て
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
五
冊
の

冊
子
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
た
史
料
、
そ
し
て
原
文
書
と
の
対
応
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に

一
覧
表
（
表
１
）
を
あ
わ
せ
て
作
成
し
た
。

そ
れ
で
は
、
翻
刻
し
た
史
料
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
し
た
い
。

最
初
に
掲
載
し
た
原
文
書
（
六
八
五
・
六
九
五
・
六
九
六
①
②
・
六
八
一
・
六
八
〇
号
）

は
、
近
世
初
期
の
温
泉
津
湯
役
銀
関
係
の
史
料
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
の
な
い

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
支
配
か
ら
江
戸
幕
府
の
支
配
に

変
わ
る
過
渡
期
に
あ
た
る
慶
長
五
年
の
文
書
（
六
八
五
号
）
は
重
要
で
、
「
吉
岡
家
文
書
」

の
記
述
内
容
（
湯
役
銀
の
額
）
と
一
致
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
史
料
的
価

値
は
き
わ
め
て
高
い
。

ま
た
、
文
書
の
写
を
多
数
収
録
し
た
五
冊
の
冊
子
（
四
六
四
・
六
四
二
・
一
六
四
二
・

一
六
四
五
・
一
六
四
六
号
）
も
、
湯
役
銀
の
請
取
（
受
領
書
）
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
永

禄
三
年
（
一
五
五
七
）
の
も
の
は
検
討
を
要
す
る
が
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
以
降
の

も
の
は
原
文
書
が
あ
る
な
ど
、
内
容
的
に
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
五
冊
の
う
ち
、

六
四
二
号
・
一
六
四
五
・
一
六
四
六
号
の
三
冊
が
比
較
的
豊
富
な
内
容
を
持
つ
が
、
そ
の

う
ち
一
六
四
六
号
が
最
も
多
く
の
文
書
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
、
文
字
表
記
が
丁
寧
な

も
の
は
六
四
二
号
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
翻
刻
作
業
は
こ
の
冊
子
を
底
本
と
し
、
そ
こ
に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
史
料
を
他
の
冊
子
に
よ
っ
て
補
う
形
で
お
こ
な
っ
た
。

こ
れ
ら
冊
子
に
収
録
さ
れ
た
古
文
書
の
写
は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
か
ら
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
）
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
、
温
泉
津
湯
役
銀
の
収
納
の
様
子
を
継
続
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
重
要
で
、
そ
こ
に
は
湯
役
銀
を
納
め
る
者
・
受
け
と
る
者
、
そ
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し
て
そ
の
内
容
や
額
の
変
遷
な
ど
、
興
味
深
い
事
実
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
湯
役
の
実

態
を
解
明
す
る
上
で
第
一
級
の
史
料
と
言
え
る
。
た
だ
、
他
の
関
係
史
料
と
照
合
す
る
作

業
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
誤
読
の
箇
所
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
湯
役

銀
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の
た
た
き
台
と
し
て
ま
ず
は
ご
活
用
下
さ
る
よ
う
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。

凡

例

一
、
本
史
料
は
、
温
泉
津
伊
藤
家
所
蔵
文
書
の
う
ち
、
中
近
世
移
行
期
の
原
文
書
お
よ
び
湯
役

銀
関
係
の
冊
子
写
本
所
収
文
書
で
あ
る
。

一
、
史
料
の
配
列
は
い
ず
れ
も
編
年
順
で
あ
る
。

一
、
史
料
の
翻
刻
は
、
原
則
と
し
て
新
字
と
し
た
が
、
史
料
の
表
記
の
通
り
と
し
た
も
の
も
あ

る
。

一
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
で
用
い
ら
れ
る
者
（
は
）
・
江
（
え
）
な

ど
は
原
形
を
残
し
た
。

一
、
史
料
の
本
文
に
は
、
適
宜
、
読
点
（
、
）
や
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

一
、
年
欠
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
推
定
年
（
和
暦
、
西
暦
）
を
示
し
た
。

原
文
書
六
点

六
八
五
号

温
泉
津
湯
役

一
銀
四
枚
弐
十
八
匁
也

高
辻

内
三
十
三
匁
三
分
三
厘

十
一
月
十
二
月

分
ニ
引

残
而
三
枚
三
拾
六
匁
六
分
七
厘
未
進

此
内
弐
枚
十
四
匁

毛
利
殿
へ
納
候
也
、

引
残
壱
枚
廿
弐
匁
六
分
七
厘
為
未
進

以
上

右
者
、
為
未
進
、
当
年
中
調
可

申
上
者
也
、
仍
如
件
、

（
慶
長
五
、
一
六
〇
〇
）

子
ノ
十
一
月
晦
日

三
源
蔵
（
黒
印
）

岡
作
兵
衛
（
黒
印
）

増
左
内
（
黒
印
）

茜
屋
惣
兵
衛
殿

（
端
裏
書
）

（
彦

坂
）

「

彦
小
形

（
大
久
保
）

大
十
兵
衛

」

六
九
五
号

覚

（
黒
印
）

（
黒
印
）

合
銀
四
枚
弐
拾
目
定

但
壱
枚
別
四
拾
五
匁
也

右
者
、
温
泉
津
湯
屋
役
銀
、
寅
年
中
分

之
由
候
而
、
ひ
わ
た
や
新
右
衛
門
印
判
之
ま
ゝ
、

吉
隼
取
次
ニ
而
、
御
公
納
、
如
件
、

（
慶
長
七
、
一
六
〇
二
）

寅
拾
月
十
二
日

吉
隼
（
花
押
・
黒
印
）

増
左
代何

兵
衛
（
花
押
）
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宗
弥
右
（
花
押
）

湯
屋
の惣

兵
へ
殿

○
「
合
」
「
四
枚
」
「
定
」
の
部
分
に
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

六
九
六
号
①

覚

（
黒
印
）

銀
合
弐
百
目
定

但
善
嘉
極
印
包
ノ
侭

大
銀
数
壱
ツ
に
て
納

右
者
、
温
泉
津
湯
屋
役
辰
ノ
年
中
分
、

吉
右
近
取
次
ニ
而
、
御
公
納
、
如
件
、

（
慶
長
九
、
一
六
〇
四
）

辰
九
月
十
四
日

増
外
記
（
花
押
）

今
宗
玄
（
花
押
）

吉
右
近
（
花
押
・
黒
印
）

宗
弥
右
（
花
押
）

駒
勘
左
衛
門
（
花
押
）

あ
か
ね
や
惣
兵
へ
殿

○
「
弐
百
」
の
部
分
に
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

六
九
六
号
②

請
取
申
銀
子
之
事

（
黒
印
）

合
拾
六
匁
七
分
定

右
者
、
辰
ノ
閏
壱
ケ
月
分
ニ
、
御
役
銀
請
取
申
所
、

如
件
、

（
慶
長
九
）た

つ十
二
月
十
八
日

宮
田
長
左
衛
門
（
花
押
・
黒
印
）

増
外
記
内

東
五
郎
兵
衛
（
花
押
）

湯
屋
ノ惣

兵
衛
殿

○
「
合
」
の
部
分
に
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

六
八
一
号請

取
申
銀
子
之
事

合
百
三
拾
九
匁
之
定

但
善
加
判
ノ
ま
ゝ

右
者
、
温
泉
津
ゆ
や
役
銀
に
て
、
請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
、
一
六
〇
五
）

ミ
ノ

七
月
十
日

宮
田
長
左
衛
門
（
花
押
・
黒
印
）

福
田
四
郎
右
（
黒
印
）

ゆ
や
ノ惣

兵
衛
尉
殿

六
八
〇
号請

取
申
銀
子
之
事

合
百
五
拾
壱
匁
者

大
吹
壱
つ
・
小
包
壱
つ

但
判
銀
也

右
者
、
温
泉
津
巳
ノ
温
屋
役
銀
と
し
て
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請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
）

巳
ノ

十
二
月
十
六
日

宮
田
長
左
衛
門
（
花
押
・
黒
印
）

利
五
郎
左
衛
門
（
黒
印
）

増
左
近
内

東
五
郎
兵
衛
（
黒
印
）

湯
屋
ノ

宗
兵
へ
と
の

冊
子
写
本
所
収
文
書

（
六
四
二
号
を
底
本
に
一
六
四
二
・
・
一
六
四
五
一
六
四
六
号
を
参
考
に
翻
刻
）

１

請
屋
敷
下
札
之
事

一
銀
百
目
定

湯
役
地
銭
共
無
滞

其
年
之
請
場
江
堅
可
調
候
者
也
、

此
外
諸
役
御
公
方
事
免
者
也
、

一
諸
給
人
ニ
も
如
前
々
、
湯
銭
可
取
者
也
、

右
條
々
、
如
件
、

（
一
五
六
〇
）

永
禄
三
ノ
八
月
二
日

瑞
應
寺

判

武

康

同

湯
屋
新
左
衛
門
尉
殿

２
一
ゆ
役
銀
弐
百
目

但
屋
敷
銭
共

右
之
外
、
諸
役
御
公
方
事
、
免
申
者
也

一
侍
・
扶
持
人
と
い
ふ
共
、
例
ゆ
せ
ん
可

取
者
也
、

児
玉武

康

判

茜
屋
惣
兵
へ
殿

３

請
取
申
湯
役
銀
之
事

合
百
三
拾
壱
匁
三
分
定

但
や
り
共
ニ

右
者
、
湯
屋
為
役
半
年
分
、
請
取
所
、

如
件
、

（
慶
長
二
、
一
五
九
七
）

慶
弐
六
月
廿
八
日

吉
隼

判

今
越

同

あ
か
ね
や惣

兵
へ
殿

４

請
取
湯
役
且
納
之
事

合
百
目
定

今
内

慶
弐
丁
酉
霜
月
十
七
日

木
善
六

判

吉
内角

宗
左

同

あ
か
ね
や惣

兵
衛
殿
ま
い
る
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５

請
取
湯
屋
銀
之
事

合
百
弐
十
九
文
目
定

但
半
年
分

右
者
、
ゆ
や
宗
兵
衛
且
納
、
如
件
、

（
慶
長
三
、
一
五
九
八
）

慶
三
六
月
廿
八
日

熱
平

判

石
喜
右

同

吉
左
近

同

惣
吉
兵

同

６

屋
敷

下
札

合
四
文
目
定

右
、
為
温
泉
津
内
茜
屋
惣
兵
衛
地
銭
、
年
中

分
相
定
所
、
如
件
、

（
一
五
九
九
）

慶
長
四
亥
卯
月
廿
八
日

後
雅
楽
允

判

高
橋

五
右
衛
門

同

宮
廻

弥
右
衛
門

植
田

宗
右
衛
門

判

長
田

弥
三
右
衛
門

同

伊
藤

惣
右
衛
門

樫
村

又
右
衛
門

同

青
木

又
左
衛
門

森
田

平
兵
衛

同

７

請
取
湯
屋
御
役
之
事

合
百
目
定

但
六
ケ
月
分

右
ハ
、
湯
屋
宗
兵
衛
調
之
、

慶
四
六
月
廿
八
日

大
木
工

判

山
弥
三
右

同

８

相
定
湯
役
之
事

合
弐
百
目
定

但
地
銭
共
ニ

右
之
前
、
可
相
調
候
者
也
、

（
一
六
〇
〇
）

慶
長
五卯

月
廿
日

成
君
寺

判

飯
彦
兵

同

高

市

同

茜
屋

惣
兵
衛
殿

９

請
取
申
湯
屋
役
之
事

合
百
目
定

但
先
半
年
分

板
シ
テ
弐
枚
十
四
匁
也
、

右
者
、
湯
屋
宗
兵
衛
、
且
納
、
如
件
、

慶
五
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六
月
廿
八
日

喜
九
郎
右

判

安
次
右

同

中
有
右

同

１０

温
泉
津
湯
役

一
銀
四
枚
弐
十
八
匁
也

高
辻

内
三
拾
三
匁
三
分
三
厘
十
一
月
十
二
月

分
ニ
引

残
而
三
枚
三
拾
六
匁
六
分
七
厘

未
進

此
内
弐
枚
十
四
匁

毛
利
殿
江
納
候
也
、

引
残
壱
枚
廿
弐
匁
六
分
七
厘

為
未
進

以
上

右
者
、
為
未
進
、
当
年
中
納
可
申

上
者
也
、
仍
而
如
件
、

子
ノ
十
一
月
晦
日

三
源
蔵

判

岡
作
兵
衛

同

増
左
内

同

茜
屋
惣
兵
衛
殿

右
書
裏
書
ニ

彦
小
形

判

大
十
兵
衛

同

１１

請
取
申
銀
子
事

合
壱
枚
六
匁
者

但
壱
枚
ニ
付
四
拾
三
匁
か
け
也
、

右
是
ハ
温
泉
津
子
ノ
湯
役
銀
之
内
う
け

取
所
、
如
件
、

（
慶
長
六
、
一
六
〇
一
）

丑
ノ
卯
月
十
五
日

三
源

印

岡
作

印

増
左

印

茜
屋
惣
兵
衛

１２

請
取
申
銀
子
之
事

合
銀
拾
七
匁
七
分
定

右
ハ
、
温
泉
津
湯
屋
子
ノ
未
進
銀
調
所
、
如
件
、

丑
ノ
七
月
十
一
日

岡
宗
喜

印

ゆ
や宗

兵
へ
殿

１３

御
請
申
湯
役
之
事

合
銀
百
目
定

右
者
、
七
月
よ
り
極
月
迄
ニ
、
御
請
申
上
候
、
湯
銭

之
儀
者
、
如
前
々
、
取
可
申
所
、
如
件
、

丑
七
月
十
三
日

温
泉
津
湯
屋
之

惣
兵
衛

三
源
様
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増
左
様

岡
作
様

１４

覚

合
銀
四
枚
弐
拾
目
定

但
壱
枚
別
四
拾
五
匁
也

右
者
、
温
泉
津
湯
屋
役
銀
、
寅
年
中
分
之

由
候
而
、
ひ
わ
た
や
新
右
衛
門
印
判
之
侭
、
吉
隼

取
次
ニ
而
、
御
公
納
、
如
件
、

（
慶
長
七
、
一
六
〇
二
）

寅
極
月
十
二
日

吉

隼

判

増
左
代

何

兵
衛

同

宗
弥
右

同

湯
屋
の惣

兵
へ
殿

１５

覚

銀
合
弐
百
目
定

但
善
嘉
極
印
包
ノ
侭

大
銀
数
壱
ツ
に
て
納

右
者
、
温
泉
津
湯
屋
役
、
辰
ノ
年
中
分
、

吉
右
近
取
次
ニ
而
、
御
公
納
、
如
件
、

（
慶
長
九
、
一
六
〇
四
）

辰
九
月
十
四
日

増
外
記

判

今
宗
玄

同

吉
右
近

同

宗
弥
右

同

駒
勘
左
衛
門

同

あ
か
ね
や
惣
兵
へ
殿

１６

請
取
申
銀
子
之
事

合
拾
六
匁
七
分
定

右
者
、
辰
ノ
閏
壱
ケ
月
分
ニ
、
御
役
銀
請
取

申
所
、
如
件
、

（
慶
長
九
）

た
つ十

二
月
十
八
日

宮
田
長
左
衛
門
判

増
外
記
内

東
五
郎
兵
衛
同

湯
や
ノ惣

兵
衛
殿

１７

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
三
拾
九
匁
定

但
善
加
判
ノ
ま
ゝ

右
者
、
温
泉
津
ゆ
や
役
銀
に
て
請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
、
一
六
〇
五
）

ミ
ノ
七
月
十
日

宮
田
長
左
衛
門

判

福
田
四
郎
右

同

湯
や
ノ
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惣
兵
衛
尉
殿

１８

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
五
拾
壱
匁
七
厘

大
吹
壱
匁
小
包
壱
ツ

但
判
銀
也

右
者
、
温
泉
津
巳
ノ
湯
屋
役
銀
と
し
て

請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
）

巳
ノ
十
二
月
十
六
日

宮
田
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

同

増
左
近
内

東
五
郎
兵
衛

同

湯
屋
ノ宗

兵
へ
と
の

１９

請
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
五
匁
定

右
者
、
ゆ
の
津
湯
屋
役
、
午
ノ
正
月
よ
り

半
年
分
請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
一
、
一
六
〇
六
）

午
七
月
十
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

同

休
意
老

２０

請
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
五
匁
定

右
者
、
温
泉
津
湯
屋
役
、
午
ノ
七
月
よ
り

半
年
分
、
請
取
申
所
、
如
件
、

（
慶
長
十
二
、
一
六
〇
七
）

未
卯
月
十
三
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

同

休
意
老

２１

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
五
匁
定

但
判
銀
也

右
ハ
、
未
ノ
湯
屋
役
銀
、
正
月
よ
り
同
六
月

迄
請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
三
、
一
六
〇
八
）

申
ノ
卯
月
四
日

宮
長
左
衛
門

判

休
意
老
ま
い
る

２２

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
五
匁
定

但
判
銀
也

右
者
、
未
ノ
湯
屋
役
銀
、
七
月
よ
り
同
極
月
迄

分
、
請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
三
）

申
ノ
卯
月
四
日

宮
長
左
衛
門

判

休
意
老

ま
い
る
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２３

請
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
三
匁
七
分

右
是
ハ
、
申
ノ
半
年
分
、
ゆ
の
津
湯
屋

役
請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
三
）

申
八
月
十
一
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

ゆ
や

休
意
公

２４

請
取
申
判
銀
事

合
百
四
拾
六
匁
三
分
也

右
是
ハ
、
申
ノ
半
年
分
、
ゆ
の
津
湯
屋
役

請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
三
）

申
ノ
十
二
月
廿
九
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

ゆ
や

休
意
公

２５

請
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
五
匁
六
分

右
是
ハ
、
酉
ノ
半
年
分
、
ゆ
の
津

湯
屋
役
請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
四
、
一
六
〇
九
）

酉
八
月
廿
四
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

ゆ
や

休
意
公

２６

請
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
四
匁
四
分
也

右
是
ハ
、
酉
ノ
半
年
分
、
ゆ
の
津
湯
屋
役

請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
五
、
一
六
一
〇
）

戌
後
二
月
廿
三
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

ゆ
や

休
意
公

２７

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
四
匁
七
分

判
銀
也

右
者
、
ゆ
の
津
湯
屋
役
、
戌
ノ
半
年
分

請
取
御
公
納
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
五
）

戌
十
月
廿
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛

湯
や
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休
意
公

２８

請
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
五
匁
三
分
定

右
者
、
ゆ
の
津
湯
屋
、
戌
ノ
役
冬
半
年
分

請
取
御
公
納
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
五
）

戌
ノ
十
二
月
廿
九
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

休
意
公

２９

請
取
申
判
銀
之
事

合
弐
百
九
拾
目
定

右
者
、
ゆ
の
津
湯
屋
役
、
亥
ノ
年
中
分

請
取
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
六
、
一
六
一
一
）

亥
極
月
廿
九
日

宮
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

休
意
公

３０

請
取
申
御
役
銀
之
事

合
弐
百
九
拾
目
者

但
御
判
銀
也

右
者
、
ゆ
の
津
湯
屋
、
子
ノ
年
中
分
請
取
相

済
、
銀
山
下
屋
敷
御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
八
、
一
六
一
三
）

丑
ノ
三
月
五
日

宮
田
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

同

湯
や
休
意

３１
卯
年
小
請
取
判
銀
弐
百
目
分
失

申
候
、
為
其
入
手
形
仕
上
ケ
申
候
、
若
訴
人

罷
出
申
上
候
ハ
ヽ
、
い
ケ
様
に
も
御
撰
作
可
被
成
候
、

仍
一
筆
如
件

（
慶
長
十
八
）

丑
六
月
四
日

湯
屋
休
意

賀
藤
源
四
郎
様

門
乗
助
左
衛
門
様

増
嶋
左
内
様

３２

請
取
申
湯
屋
役
銀
事

合
弐
百
九
拾
目
定

但
判
銀
也

右
者
、
温
泉
津
丑
ノ
湯
屋
役
銀
と
し
て
請
取

申
候
、
銀
山
御
蔵
納
可
申
候
、
以
上
、

（
慶
長
十
八
）

丑
ノ
極
月
廿
八
日

宮
田
長
左
衛
門

判

利
五
郎
左
衛
門

同
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湯
屋
休
意
殿

３３

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
九
拾
目
定

但
判
銀

此
内
百
五
拾
目
五
分
ハ
利
五
郎
左
衛
門
手
形
前

右
是
ハ
、
温
泉
津
寅
ノ
湯
屋
役
銀
、
年
中

分
相
済
申
候
、
慥
ニ
銀
山
御
蔵
納
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
元
、
一
六
一
五
）

卯
正
月
五
日

野
口
弁
左
衛
門

樋
口
勝
右
衛
門

伊
藤
休
意
老

３４

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
九
拾
目
定

但
判
銀

此
内
百
五
拾
目
五
分
ハ
利
五
郎
左
手
形
前

右
是
者
、
温
泉
津
寅
ノ
湯
屋
役
銀
年
中
分

相
済
申
候
、
慥
ニ
銀
山
御
蔵
納
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
元
）

卯
正
月
十
五
日

野
口
弁
左
衛
門

判

樋
口
勝
右
衛
門

同

伊
藤
休
意
老

○
３３
と
同
じ
か
。

３５

請
取
申
判
銀
之
事

合
弐
百
四
拾
七
匁
壱
分

右
是
ハ
、
ゆ
の
つ
卯
ノ
年
分
之
ゆ
や

役
之
由
候
而
、
請
取
申
候
、
重
而
勘
定
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
元
）卯

九
月
十
八
日

野
口
弁
左
衛
門

判

樋
口
勝
右
衛
門

同

ゆ
や
ノ
休
意
齊

３６

う
け
取
申
判
銀
之
事

合
百
四
拾
目
定

右
者
、
ゆ
の
つ
卯
ノ
年
分
、
ゆ
や
役
之

由
ニ
て
、
う
け
取
申
候
、
此
手
形
ニ
而
、
重
而

算
用
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
二
、
一
六
一
六
）

辰
三
月
十
八
日

野
口
弁
左
衛
門

判

樋
口
勝
右
衛
門

同

ゆ
や
ノ
休
意
齊

３７

う
け
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
八
匁
弐
分
者

但
判
銀

右
是
ハ
、
ゆ
の
つ
湯
屋
役
、
辰
ノ
年
分
之
由
、

う
け
取
申
候
、
皆
済
之
時
、
本
手
形
ニ
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引
替
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
二
カ
）

八
月
廿
八
日

樋
口
勝
右

判

野
口
弁
左

判

ゆ
の
つ
休
意

３８

う
け
取
申
銀
子
之
事

合
百
四
拾
壱
匁
八
分

但
判
銀

右
是
ハ
、
辰
年
分
湯
屋
役
之
内
、
う
け
取

申
候
、
重
而
本
手
形
ニ
引
替
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
三
、
一
六
一
七
）

巳
五
月
十
九
日

野
弁
左

判

ゆ
の
つ

休
意
さ
ま

３９

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
九
拾
目
者

但
判
銀

右
是
者
、
温
泉
津
ゆ
や
役
、
巳
ノ
年
中
分

之
由
請
取
申
候
、
重
而
御
蔵
衆
手
形
ニ
引

替
可
申
候
、
以
上
、

（
元
和
三
）

巳
ノ
極
月
廿
八
日

山
尾
六
左
衛
門

野
口
文
左
衛
門

判

伊
藤
休
意
さ
ま

４０

う
け
取
申
ゆ
や
役
銀
之
事

合
弐
百
目
定

但
判
銀
也

右
是
ハ
、
未
の
年
中
分
、
ゆ
や
役
銀
と
し
て

う
け
取
申
候
、
以
上
、

（
元
和
六
、
一
六
二
〇
）

申
八
月
五
日

岩
下
惣
大
夫

判

伊
藤
休
意

４１

う
け
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
目
定

但
判
銀
也

右
者
、
申
ノ
年
分
、
ゆ
や
役
と
し
て

う
け
取
申
候
、
以
上
、

（
元
和
七
、
一
六
二
一
）

酉
七
月
十
三
日

岩
下
惣
大
夫

判

休
意
殿

４２

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
目
定

但
判
銀
也

右
是
者
、
酉
ノ
年
、
湯
屋
役
と
し
て
う
け

取
申
候
、
以
上
、

（
元
和
八
、
一
六
二
二
）

戌
五
月
十
八
日

岩
下
惣
大
夫

判

伊
藤
休
意
殿
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４３

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
百
目
定

但
判
銀
也

右
是
ハ
、
戌
ノ
年
湯
屋
役
と
し
て

う
け
取
申
所
、
如
件
、

（
元
和
九
、
一
六
二
三
）

亥
ノ
三
月
朔
日

岩
下
惣
大
夫

判

伊
藤
休
意

４４

う
け
取
申
判
銀
之
事

合
弐
百
目

但
判
銀

右
者
、
亥
ノ
年
湯
役
之
由
、
う
け
取

申
所
、
如
件
、

（
寛
永
元
、
一
六
二
四
）

子
ノ
三
月
十
九
日

岩
下
惣
大
夫

判

休
意
殿

４５

御
正
納
申
ゆ
屋
役
銀
之
事

合
銀
百
目
定

但
判
銀

右
者
、
温
泉
津
子
ノ
年
湯
屋
役
銀
御

正
納
申
所
、
以
上
、

寛
永
元
年
甲

休
意
代

子
十
二
月
廿
七
日

与
吉

岩
下
惣
大
夫
と
の

右
之
分
、
御
正
納
申
上
候
、
以
上
、

岩
下
惣
大
夫

判

休
意
代

与
吉
殿

４６

う
け
取
申
銀
札
の
事

合
百
目
者

但
判
銀
也

右
ハ
寅
ノ
年
、
ゆ
の
津
湯
役
銀
之
由
、
銀
蔵
へ
被
納

宗
岡
喜
兵
衛
・
小
川
嘉
兵
衛
・
田
邊
彦
右
衛
門
、
寅
ノ
極
月

廿
八
日
札
壱
枚
為
御
勘
定
、
う
け
取
申
候
、
若
相
違

之
儀
候
ハ
ヽ
、
何
時
も
其
方
へ
可
申
入
候
間
、
可
為
其
時
候
、

（
一
六
二
七
）

寛
永
四
年
卯

正
月
廿
四
日

吉
岡
有
右
衛
門

判

ゆ
や
ノ
与
吉
殿

中
西
市
兵
衛
同

４７

う
け
取
申
銀
札
の
事

合
百
目
定

右
者
、
丑
ノ
年
ゆ
の
つ
湯
役
銀
、
御
蔵
へ
被
納

宗
岡
喜
兵
衛
・
田
平
清
右
衛
門
・
田
邊
彦
右
衛
門
、
丑
ノ

極
月
廿
五
日
之
札
壱
枚
有
御
勘
定
、
請
取
申
候
、

若
相
違
之
儀
候
ハ
ヽ
、
何
時
も
其
方
へ
可
申
入
候
間
、

可
為
其
時
候
、
以
上
、

（
一
六
二
八
）

寛
永
五
年
辰
ノ

吉
岡
有
右
衛
門

判
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二
月
十
二
日

中
西
市
兵
衛

ゆ
や
休
意
さ
ま

４８

う
け
取
申
銀
札
事

合
百
目
者

右
者
、
温
泉
津
ゆ
や
く
銀
、
御
蔵
へ
被
納
候
由
、

宗
岡
喜
兵
衛
・
田
邊
彦
右
衛
門
・
小
川
嘉
兵
衛
、
札
壱
枚

為
御
勘
定
、
う
け
取
申
候
、
も
し
相
違
之
儀
候

者
、
何
時
も
其
方
へ
可
申
入
候
、
可
為
其
時
候
、
以
上
、

寛
永
五
年
辰
ノ

吉
岡
有
右
衛
門

判

三
月
廿
日

中
西
市
兵
衛

同

ゆ
や
ノ
与
吉
殿

４９

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
辰
ノ
年
ゆ
の
津
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
寛
永
六
、
一
六
二
九
）

巳
六
月
十
七
日

宗
岡
喜
兵
衛

東
源
五
郎

麻
野
忠
兵
衛

ゆ
や
与
吉
殿

５０

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
巳
年
ゆ
の
津
湯
役
銀
之
由
、
御

蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
寛
永
六
）

巳
十
二
月
廿
三
日

東
源
五
郎

麻
野
忠
兵
衛

宗
岡
喜
兵
衛

ゆ
や
与
吉
殿

５１

覚

一
銀
三
拾
目

辰
ノ
年
餘
り
銀

一
銀
三
拾
目

巳
ノ
年
餘
り
銀

一
銀
拾
匁

午
年
之
上

合
七
十
目

但
判
銀
也

右
者
、
ゆ
の
つ
湯
役
、
午
年
分
相
済
申
候
、

辰
よ
り
巳
ノ
年
迄
、
百
目
ツ
ヽ
手
形
持
参

可
被
申
候
、
何
も
引
か
へ
可
進
之
候
、
以
上
、

（
寛
永
七
、
一
六
三
〇
）

午
十
二
月
十
七
日

三
喜
右
衛
門

ゆ
や
与
吉
殿

５２

請
取
申
判
銀
之
事
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合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
午
年
ゆ
の
つ
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

寛
永
七
年

宗
岡
喜
兵
衛

判

午
十
二
月
廿
八
日

東
源
五
郎

同

麻
野
忠
兵
衛

同

ゆ
や
与
吉
殿

５３

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
者
、
未
年
ゆ
の
つ
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
一
）

寛
永
八
年

宗
岡
喜
兵
衛

判

未
十
二
月
廿
七
日

東
源
五
郎

同

麻
野
忠
兵
衛

同

ゆ
や
ノ
与
吉
殿

５４

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
者
、
申
年
温
泉
津
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
二
）

寛
永
九
年
申

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
廿
一
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
吉
殿

５５

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
者
、
温
泉
津
酉
年
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
三
）

寛
永
十
丙

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
廿
五
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
吉
殿

５６

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
温
泉
津
戌
年
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
四
）

寛
永
十
一
戌

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
廿
二
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
吉
殿
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５７

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
温
泉
津
亥
年
湯
役
銀

之
由
、
御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
五
）

寛
永
十
二
亥

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
廿
四
日

三
嶋
忠
三
郎

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
吉
殿

５８

請
取
申
判
銀
之
事

合
弐
拾
九
匁
壱
分
七
厘

右
是
ハ
、
温
泉
津
湯
役
、
子
正
月
よ
り
五
月
迄

御
役
銀
之
由
、
御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
六
）

寛
永
十
三
子

宗
岡
喜
兵
衛

判

五
月
廿
一
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
左
衛
門
殿

５９

請
取
申
判
銀
之
事

合
四
拾
目
八
分
三
厘

右
是
ハ
、
温
泉
津
子
年
湯
役
、
子
六
月
よ
り

同
十
二
月
迄
請
銀
之
由
、
御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

寛
永
十
三
子

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
十
二
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
左
衛
門
殿

６０

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
者

右
是
ハ
、
丑
年
温
泉
津
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
三
七
）

寛
永
十
四
丑

宗
岡
喜
兵
衛

判

十
二
月
廿
七
日

三
嶋
忠
三
郎

同

田
邊
彦
右
衛
門

同

ゆ
や
与
左
衛
門
殿

６１

あ
つ
か
り
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
定

右
ハ
、
ゆ
の
つ
村
湯
役
銀
と
し
て

請
取
申
候
、
但
巳
歳
分
也
、
以
上
、

（
寛
永
十
八
、
一
六
四
一
）

巳
十
二
月
十
一
日

石
沢
二
兵
衛

判

ゆ
の
つ

与
左
衛
門
殿
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６２

請
取
申
湯
役
之
事

合
三
拾
三
匁
定

但
判
銀

右
ハ
、
ゆ
の
つ
村
湯
や
役
ノ
内
、
如
此
請
取

申
候
、
納
次
第
一
枚
返
合
、
引
替
可
申
候
、

（
寛
永
廿
、
一
六
四
三
）

未
十
二
月
十
一
日

石
五
郎
兵
衛

判

ゆ
や
与
左
衛
門
殿

６３

請
取
申
湯
役
之
事

合
三
拾
七
匁
定

但
判
銀

右
ハ
、
ゆ
の
つ
村
湯
役
ノ
内
、
如
此
ニ
請
取

申
候
、
重
而
一
枚
返
合
、
引
替
可
申
候
、
以
上
、

（
寛
永
廿
）

未
十
二
月
十
四
日

石
五
郎
兵
衛

判

ゆ
や

与
左
衛
門
殿

６４

請
取
申
銀
子
之
事

合
弐
拾
壱
匁
三
分
三
厘

但
判
銀

右
ハ
、
ゆ
の
つ
村
申
年
湯
役
銀
之
内
、

定
納
と
し
て
う
け
取
申
候
、
重
而
算
用

可
申
候
、
以
上
、

（
正
保
元
、
一
六
四
四
）

申
十
一
月
廿
九
日

石
沢
二
兵
衛

判

ゆ
の
つゆ

や
与
左
衛
門
殿

６５

う
け
取
申
銀
子
之
事

合
四
拾
八
匁
六
分
七
厘
定

右
ハ
、
温
泉
津
村
申
年
湯
役
之
由
、

如
此
う
け
取
申
候
、
重
而
算
用
い
た
し

二
兵
衛
札
ニ
引
替
可
申
候
、
以
上
、

（
正
保
元
）

申
十
二
月
十
日

石
沢
五
郎
兵
衛

判

ゆ
や

与
左
衛
門
殿

６６

う
け
取
申
銀
子
之
事

合
七
拾
目
定

但
判
銀

右
者
、
温
泉
津
村
酉
年
湯
役
之
由
、

如
此
う
け
取
申
候
、
重
而
二
兵
衛
札
引
替

可
申
候
、
以
上
、

（
正
保
二
、
一
六
四
五
）

酉
十
二
月
朔
日

石
五
郎
兵
衛

判

ゆ
や

与
左
衛
門
殿

６７

請
取
申
戌
ノ
年
ゆ
や
役
銀
之
事
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合
七
拾
目
者

但
判
銀
也

右
者
、
戌
ノ
年
ゆ
役
銀
と
し
て

請
取
申
候
、
以
上
、

（
一
六
四
六
）

正
保
三
年
戌
ノ

十
二
月
七
日

西
村
五
兵
衛

判

ゆ
や
ノ

与
左
衛
門
殿

６８

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
定

右
者
、
亥
年
温
泉
津
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
四
八
）

正
保
五
年
子

中
西
惣
左
衛
門

閏
正
月
十
一
日

三
嶋
四
郎
左
衛
門

判

小
瀧
半
兵
衛

同

湯
や
与
左
衛
門
殿

６９

う
け
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
定

右
者
、
温
泉
津
子
年
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
四
九
）

慶
安
弐
年
丑

三
嶋
四
郎
左
衛
門

判

正
月
廿
二
日

小
瀧
半
兵
衛

同

中
西
惣
左
衛
門

同

ゆ
の
つ
湯
や
与
左
衛
門
殿

７０

う
け
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
定

右
者
、
温
泉
津
丑
年
、
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
四
九
）

慶
安
弐
年
丑

小
瀧
半
兵
衛

判

十
二
月
廿
七
日

三
嶋
四
郎
左
衛
門

同

中
西
惣
左
衛
門

同

湯
や
与
左
衛
門
殿

７１

請
取
申
判
銀
之
事

合
七
拾
目
定

右
者
、
温
泉
津
卯
年
湯
役
銀
之
由
、

御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
五
一
）

慶
安
四
年
卯

勢
一
十
郎
左
衛
門

判

十
二
月
廿
七
日

三
嶋
四
郎
左
衛
門

同

中
西
惣
左
衛
門

同

与
左
衛
門
殿
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７２

請
取
申
銀
子
之
事

合
三
拾
五
匁
定

右
是
者
、
辰
年
温
泉
津
湯
役

銀
之
由
、
御
蔵
納
申
候
、
以
上
、

（
一
六
五
二
）

承
応
元
年
辰

丸
茂
少
助

判

十
二
月
廿
七
日

三
嶋
四
郎
左
衛
門

同

勢
一
十
郎
左
衛
門

同

ゆ
の
つ
少
兵
衛
殿

７３

納
申
湯
役
之
事

合
三
拾
五
匁
定

右
者
、
ゆ
の
つ
申
年
湯
為
役
、
御
蔵

納
仕
候
、
以
上
、

（
一
六
五
六
）

明
暦
弐
年
申

十
二
月
七
日

ゆ
や
庄
兵
衛

判

三
嶋
四
郎
左
衛
門
殿

丸
茂
少
助
殿

吉
岡
有
右
衛
門
殿

勢
一
十
郎
左
衛
門
殿

７４

御
理
り
申
上
候

一
温
泉
津
湯
屋
ゆ
舟
壱
つ

殿
様
御
留

置
被
為
成
候
、
御
理
り
被
為
仰
上
、
御
赦
免

被
為
成
被
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
、

（
万
治
元
、
一
六
五
八
）

戌
ノ
十
月

ゆ
や
勝
□

浅
井
忠
左
衛
門
殿

岡
宗
左
衛
門
殿

７５

納
申
判
銀
之
事

合
三
拾
五
匁
定

右
者
、
戌
年
温
泉
津
湯
役
銀
、
如
此

納
申
上
所
、
如
件
、

万
治
元
年
戌

ゆ
や
庄
兵
衛

閏
十
二
月
十
七
日

長
二
郎
左
衛
門

丸
茂
庄
助
殿

吉
岡
有
右
衛
門
殿

三
嶋
四
郎
左
衛
門
殿

７６
大
森
屋
敷
よ
り
湯
入
越
候
節
者
、
此
判
形

可
遣
候
、
定
り
之
湯
銭
取
之
入
可
申
候
、
判

形
持
参
無
之
者
、
湯
銭
出
シ
候
共
、
一
切
入

申
間
敷
候
、
為
其
印
判
指
置
候
、
已
上
、

（
天
和
三
、
一
六
八
三
）

亥
正
月

由
比
長
兵
衛

在
判
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湯
屋
庄
兵
衛

７７

御
請
申
湯
役
之
事

一
判
銀
六
拾
目

右
者
、
温
泉
津
村
、
当
申
年
為
湯
役
、
御

請
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
、

（
一
六
九
二
）

元
禄
五
年
申
正
月

温
泉
津
村
湯
屋

庄
兵
衛

御
奉
行
所
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